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　袰綿の工藤満さん７人家族
です。親子で週３日剣道の稽
古を行い、文武両道を目指し
ています。子どもたちは陸上
競技でも好成績を収めている
スポーツ一家です。
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P6	 決算審査　ここをチェック
P8	 こども園の副食費を無償化
P10	 町の考えを問う（７議員が一般質問）

P2	 初訓練
議会中に地震発生を想定
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次
は
、元
年
度
決
算　
復
興
へ
着
実
に
前
進

＊議場に非常用の懐中電灯が必要
→	議場と傍聴席に常備灯を５個
設置

＊�地震発生時、議場のドアを開け
るべきだ
→	出入り口に一番近い課長２人
に依頼

＊傍聴者の避難誘導の方法など
＊�議会基本条例の改正（災害など
に関する規定の追加）
＊�議会災害対策支援本部設置要綱
の改正

経験を積んでいく
ことが大切

地震情報の結果が早かった。現
実は、もっと時間がかかるはずだ

訓練は、回を重ね
る必要がある

緊張感があり大変意
義のあるものだった感　想

初訓練� 議会中に

地震発生を想定
一連の対応手順を確認

今後の方針を協議する加藤議長（左から4人目）と中居町長（右から3人目）など議会・町の代表者

　議会政務調査会（合
あい

砂
しゃ

丈
たけ

司
し

会長）は７月９日、議会中に大規模な地
震が発生したという想定で、災害時の対応訓練を初めて行いました。

　
訓
練
に
は
、
議
員
や
中
居
健
一
町
長
と
町
職
員
、
合
わ

せ
て
30
人
が
参
加
。
議
会
中
に
岩
手
県
沖
を
震
源
と
す
る

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
・
５
、
震
度
４
の
地
震
が
発
生
、
津

波
注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
こ
と
を
想
定
し
、
地
震
発
生
時

の
一
連
の
対
応
手
順
を
確
認
し
ま
し
た
。

身
の
安
全
を
確
保

議
会
審
議
を
中
断

　
地
震
発
生
と
同
時
に
議

場
に
い
る
議
員
や
職
員
、

傍
聴
者
は
、
机
の
下
な
ど

に
隠
れ
身
の
安
全
を
確

保
。
揺
れ
が
収
ま
っ
た
の

ち
、加
藤
久
民
議
長
が「
暫

時
休
憩
」（
し
ば
ら
く
の

間
、
会
議
を
休
憩
す
る
こ

と
）
を
宣
言
し
、
議
会
の

審
議
を
一
時
中
断
。

　
そ
の
後
、
町
職
員
が
傍

聴
者
の
避
難
誘
導
を
行
い

ま
し
た
。

議
会
と
町
の
代
表
で

今
後
の
方
針
を
協
議

　
危
機
管
理
監
が
地
震
の

情
報
を
議
長
、
町
長
に
報

告
。
こ
れ
を
受
け
、
議
会

と
町
の
代
表
者
８
人
が
今

後
の
方
針
を
協
議
。結
果
、

副
町
長
と
総
務
課
長
が
議

会
対
応
と
し
、
町
長
や
そ

の
他
の
職
員
は
災
害
警
戒

本
部
対
応
に
決
定
。

　
町
地
域
防
災
計
画
（
※

１
）
で
は
、
津
波
注
意
報

の
発
令
と
同
時
に
町
災
害

警
戒
本
部
（
本
部
長
＝
町

長
）が
立
ち
上
が
り
ま
す
。

会
期
を
１
週
間

延
長
し
て
延
会

　
協
議
結
果
を
踏
ま
え
て

議
長
は
、議
会
の
審
議
を

継
続
す
る
こ
と
は
難
し
い

と
判
断
。会
期
を
１
週
間

延
長
す
る
こ
と
を
議
会
に

諮
り
、全
会
一
致
で
可
決

し
、延
会（
※
２
）
と
し
ま

し
た
。

訓
練
の
毎
年
実
施
と

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

　

議
場
で
の
訓
練
終
了

後
、
議
員
全
員
で
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
①
あ
ら
ゆ
る

災
害
や
場
面
を
想
定
し
た

訓
練
を
毎
年
実
施
す
る
②

災
害
時
に
対
応
す
る
た
め

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
本
年
度

中
に
作
成
す
る
―
こ
と
を

決
定
。
そ
の
他
、
検
討
事

項
や
反
省
点
な
ど
を
話
し

合
い
ま
し
た
。

災
害
時
の
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
案

　
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
議
会

政
務
調
査
会
で
調
査
・
検

討
し
、
本
年
度
中
に
作
成

す
る
予
定
で
す
。

　
主
な
内
容
は
①
議
長
・

副
議
長
不
在
時
の
代
行
順

位
の
指
定
②
開
会
中
、
閉

会
中
の
議
会
の
対
応
③
災

害
発
生
後
の
議
会
の
対
応

④
連
絡
体
制
の
確
立
―
な

ど
で
す
。

岩泉町
地域防災計画

反省点で改善したもの

検討していくもの

議場に設置した常備灯

画面上部の「Ｐ
Ｃ版で表示す
る」をタップ

画面上部の「Ｐ
Ｃ版で表示す
る」をタップ

議会基本条例

報道機関各社の取材の中、行われた訓練

（※1）�町民の生命や財産を災害から保護するため、災害対策基本法に基づき岩泉町防災会議
が作成した計画

（※2）その日に予定していた審議が終わらずに会議を閉じること
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次
は
、
決
算
審
査　
こ
こ
を
チ
ェ
ッ
ク

元年度
決　算

一
般
会
計
１
３
１
億
円

の
歳
出
決
算
を
認
定

復
興
へ
着
実
に
前
進

◆
財
政
用
語
の
解
説
◆

【
地
方
交
付
税
】
町
の
財

政
力
に
応
じ
て
国
か
ら
交

付
さ
れ
る
お
金

【
国
庫・県
補
助
金
】
町
が

行
う
事
業
に
対
し
て
国
・

県
か
ら
補
助
さ
れ
る
お
金

【
町
債
】
事
業
の
財
源
に

充
て
る
た
め
国
な
ど
か
ら

借
り
た
お
金

【
地
方
譲
与
税
】
国
税
で

あ
る
自
動
車
重
量
税
な
ど

が
一
定
の
割
合
で
町
に
交

付
さ
れ
る
お
金

【
繰
入
金
】
積
立
金
か
ら

取
り
崩
し
た
お
金

【
諸
収
入
】
延
滞
金
、
預

金
利
子
な
ど
の
お
金

【
総
務
費
】
一
般
的
な
事

務
経
費
や
財
産
管
理
な
ど

の
経
費

【
民
生
費
】
高
齢
者
や
児

童
な
ど
社
会
福
祉
の
た
め

の
経
費

【
衛
生
費
】
集
団
検
診
や

ご
み
処
理
な
ど
の
経
費

【
農
林
水
産
業
費
】
農
林

水
産
業
の
振
興
や
農
道
・

林
道
の
整
備
、
漁
港
整
備

な
ど
の
経
費

【
商
工
費
】
商
工
業
の
振

興
や
観
光
開
発
の
経
費

【
土
木
費
】
町
道
や
河
川

整
備
な
ど
の
経
費

【
教
育
費
】
学
校
教
育
や

社
会
教
育
な
ど
の
経
費

【
公
債
費
】
事
業
を
行
う

と
き
に
借
り
た
お
金
の
返

済
金 お

し
え
て

ぴ
ー
ち
ゃ
ん

一般会計決算の内訳

元年度　各会計の決算額
会　　計　　名 歳　入 歳　出

一　　般　　会　　計 140億2170万円 131億4695万円

特　
別　
会　
計

国民健康保険
事 業 勘 定 12億1520万円 12億77万円
診療施設勘定 4014万円 3739万円

後 期 高 齢 者 医 療 1億1718万円 1億1326万円

介 護 保 険
事 業 勘 定 15億9225万円 15億7353万円
サービス事業勘定 1121万円 981万円

簡 易 水 道 8億4224万円 7億7521万円
観 光 事 業 2億2632万円 2億1038万円
公 共 下 水 道 事 業 2億174万円 1億9266万円
大 川 財 産 区 262万円 261万円
合　　　　　　　　計 182億7060万円 172億6257万円
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2
1
4
億
8
2
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1
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2
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1
7
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7
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1
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1
3
1
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2322 24 25 26 27 28 29 30 元（年度）

（円）

一般会計歳出決算額の推移

歳入
（入ってきたお金）
140億2170万円

町税
7億2904万円
(5.2％)

県支出金
10億1123万円
(7.2％)

町債
13億8700万円
(9.9％)

国庫支出金
19億6431万円
(14.0％)

繰入金･繰越金
23億7498万円
(16.9％)

地方譲与税・
交付金など
2億9679万円
(2.1％)

地方交付税
55億2041万円
(39.4％)

諸収入
7億3794万円
(5.3％)

歳出
（使ったお金）
131億4695万円

衛生費
10億3745万円
(7.9％)

消防費
4億3896万円
(3.3％)
商工費 2億5861万円

(2.0％)

農林水産業費
8億2649万円
(6.3％)

土木費
11億8936万円
(9.0％)

教育費
9億2077万円
(7.0％)

災害復旧費
22億6495万円
(17.2％) 民生費

16億5539万円
(12.6％)

総務費
26億4889万円
(20.2％)

議会費
8844万円
(0.7％)

公債費
18億1764万円
(13.8％)

　
元
年
度
一
般
会
計
の
歳

出
決
算
額
は
１
３
１
億
４

６
９
５
万
円
で
、
前
年
度

比
44
億
４
７
４
３
万
円

（
△
25・３
％
）
の
減
と
な

り
ま
し
た
。

　

減
少
し
た
主
な
要
因

は
、
台
風
の
災
害
復
旧
費

が
32
億
１
４
９
１
万
円

（
△
58・７
％
）
減
少
し
た

た
め
で
す
。

　
元
年
度
は
、
災
害
公
営

住
宅
や
被
災
者
の
移
転
用

地
整
備
も
全
て
完
成
し
、

台
風
災
害
か
ら
の
復
興
へ

着
実
に
前
進
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
決
算
の
状

況
と
主
な
事
業
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

※
写
真
の
決
算
額
は
、
元

年
度
の
み
の
金
額
で
、
全

体
の
事
業
費
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

元年度決算の詳
細は町のHPから

前年度比
25.３％減

　
９
月
定
例
会
は
、
９
月
10
日
か
ら
18
日
ま
で
の
９
日
間

の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
７
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
応
や
町
政
運
営
の
基
本
姿
勢
を
た
だ
し
ま
し

た
。【
質
問
の
内
容
は
10
～
17
㌻
】

　
町
長
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
条
例
や
補
正
予
算
な
ど
13
議

案
、
元
年
度
一
般
会
計
と
７
特
別
会
計
の
決
算
を
慎
重
に

審
議
。
全
て
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
・
認
定
し

ま
し
た
。【
関
連
6
～
９
㌻
】

小・中学校エアコン設置工事　7201 万円 指定避難所備品整備　378 万円

岩泉高校への支援　3744 万円

安家地区複合施設整備　２億 8662 万円
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次
は
、
こ
ど
も
園
の
副
食
費
を
無
償
化

まち 声の

まち 声の

　初めて県外での食のイベントと
PRで、新しい七頭舞の
魅力を発見でき感謝し
ています。この経験を
生かし、学校や町の発
展に貢献したいです。

　運転がドクターストップ
となり、バスで通院して
います。眼科は午後の診察で、
ちょうどいい時間帯がなく困り
ます。いろいろな事情を考えて
運行形態を作ってほしいです。

片山　裕
ひろ

哉
や

さん
（岩泉高校２年）

川村寅三郎さん
（大川・82歳）

決算審査 ここを

チェック

町
有
財
産
の
今
後
を
た
だ
す

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
（
畠
山
直
人
委
員
長
）
は
９
月
16
日
か
ら

18
日
ま
で
の
３
日
間
、
一
般
会
計
と
７
特
別
会
計
の
元
年
度
決
算
を

審
査
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
特
別
委
員
会
の
審
査
の
中
か
ら
い
く
つ
か
の
内
容
を

要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

町
の
財
産
管
理
の
対

応
は
。

本
年
度
、
施
設
管
理

計
画
を
策
定
す
る
。

維
持
補
修
費
が
増
え

て
い
る
要
因
は
。

ぴ
ー
ち
ゃ
ん
ね
っ
と

伝
送
路
の
維
持
費
や

教
育
施
設
な
ど
の
水
回
り

の
補
修
費
が
増
え
て
い
る
。

利
用
見
込
み
の
な
い

施
設
や
土
地
は
、
売

却
す
る
な
ど
町
の
管
理
財

産
を
減
ら
す
べ
き
で
は
。

慎
重
に
判
断
し
、
処

分
や
売
却
を
考
え
て

い
く
。

（※）ご当地グルメをテーマにした日本最大級のまちおこしイベント（※1）税金の効力や処分の執行などを停止すること
（※2）家計に例えると給料に対する食費や生活費、ローン返済など常に必要な経費を示す割合
（※3）一般財源に対する公債費（借金）の割合。18％を超えると国の許可が必要

商　
工

高校生派遣の成果は
自信と積極性が出た

財　産
町
管
理
財
産
を
減
ら
す
べ
き

処
分
や
売
却
を
考
え
て
い
く

力強い七頭舞を披露した泉高生

高齢者にとって町民バスはかけがえのない足です

廃
校
舎
の
利
活
用
も
課
題

�

（
旧
大
川
中
）

町
の
中
心
部
に
あ
る
旧
岩
泉
公

民
館
の
跡
地

問問問 答答答

ご
当
地
グ
ル
メ
推
進

事
業
の
内
容
は
。

兵
庫
県
で
開
催
さ
れ

た
Ｂ－

１
グ
ラ
ン
プ

リ
（
※
）
へ
の
岩
泉
高
校

七な
な
づ
ま
い

頭
舞
同
好
会
の
派
遣
費

用
で
あ
る
。

派
遣
の
成
果
は
。

感
謝
の
心
や
自
信
と

積
極
性
が
出
た
。
学

校
や
町
へ
の
還
元
に
期
待

し
て
い
る
。

問問 答答

税　金寄付金
滞
納
処
分
の
状
況
は

ふ
る
さ
と
納
税
増
の
要
因
は

28
件
の
差
し
押
さ
え

寄
付
し
や
す
い
金
額
を
設
定

町
税
の
収
入
未
済
額

が
約
１
３
０
０
万
円
。

滞
納
処
理
の
状
況
や
今
後

の
取
り
組
み
は
。

納
税
で
き
る
資
力
の

有
無
な
ど
の
調
査
を

行
い
、
納
税
で
き
な
い
人

は
執
行
停
止
（
※
１
）
と

し
て
い
る
。
資
力
が
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
納
め
な
い

ふ
る
さ
と
納
税
が
１

千
万
円
増
加
し
て
い

る
要
因
は
。

30
年
度
か
ら
返
礼
品

を
40
種
類
以
上
追
加

し
た
。
一
番
低
い
寄
付
金

額
を
１
万
円
か
ら
５
千
円

に
変
更
し
、
寄
付
し
や
す

い
金
額
を
設
定
し
た
た
め

と
考
え
て
い
る
。

場
合
は
、
法
に
基
づ
き
滞

納
処
分
を
行
う
。

元
年
度
の
滞
納
処
分

の
状
況
は
。

預
貯
金
14
件
、
給
与

８
件
な
ど
28
件
の
差

し
押
さ
え
を
行
っ
た
。
３

８
０
万
円
ほ
ど
町
税
に
充

て
た
。本

年
度
の
状
況
は
。

９
月
17
日
現
在
、
２

６
８
７
件
４
１
２
７

万
円
。
前
年
比
１
４
５
・

６
％
で
あ
る
。

　
元
年
度
の
ふ
る
さ
と
納

税
額
は
、
８
３
０
４
万
円

（
５
５
８
６
件
）
で
す
。

問答

問答

問答

問答

バ　
ス

一目で分かる時刻表を
作成方法を調査・研究

利
用
者
が
増
え
て
い

る
路
線
の
要
因
は
。

通
学
利
用
者
が
増
え

た
ほ
か
、
小
本
線
は

観
光
客
の
増
で
あ
る
。

町
民
バ
ス
の
時
刻
表

の
文
字
が
小
さ
く
て

見
づ
ら
い
。
一
目
で
分
か

る
も
の
が
で
き
な
い
か
。

１
枚
に
詰
め
込
ん
で

い
る
た
め
細
か
い
。

作
成
方
法
を
調
査
・
研
究

し
て
い
く
。

問問 答答

　
経
常
収
支
比
率（
※
２
）

は
90・
５
％
で
前
年
度
比

２・
１
㌽
上
昇
。
実
質
公

債
費
比
率
（
※
３
）
は

13・０
％
で
前
年
度
比
２・

２
㌽
上
昇
し
て
い
る
。
財

政
構
造
の
弾
力
性
の
保
持

に
注
視
が
必
要
で
あ
る
。

　
実
質
公
債
費
比
率
は
上

昇
傾
向
に
あ
る
が
、
町
債

現
在
高
（
借
金
）
は
減
少

し
た
。
主
要
基
金（
貯
金
）

の
保
有
額
も
台
風
災
害
前

ま
で
回
復
し
、
堅
実
な
財

政
運
営
は
評
価
す
る
。

　
今
後
を
展
望
す
る
と
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
経

済
の
悪
化
は
避
け
ら
れ

ず
、
厳
し
い
財
政
状
況
が

続
く
と
予
測
さ
れ
る
。

　
本
年
３
月
に
「
岩
泉
町

未
来
づ
く
り
プ
ラ
ン
」
が

策
定
さ
れ
た
。
職
員
一
人

一
人
が
強
い
危
機
意
識
を

持
っ
て
職
務
に
当
た
り
、

創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
質

の
高
い
行
財
政
運
営
に
取

り
組
む
こ
と
を
期
待
す
る
。

地
方
税
財
源
確
保
を

求
め
る
意
見
書
可
決

【
意
見
書
の
要
旨
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
地
方
税
収
が
大
幅
に

減
少
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
万
全
な
減
収

補
填て

ん

を
行
い
、
地
方
税

財
源
の
確
保
を
国
に
強

く
求
め
る
も
の
。

　
監
査
委
員
に
よ
る
決
算
審
査
は
７
月
28
日
か
ら
８
月

25
日
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
９
月
10
日
の
本
会
議
で
報

告
し
た
決
算
審
査
意
見
の
内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し

ま
す
。 創

意
工
夫
を
凝
ら
し
た

行
財
政
の
運
営
に
期
待

～
決
算
審
査
意
見
～

佐々木良治
代表監査委員

会議録



次
は
、
町
の
考
え
を
問
う
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こ
ど
も
園
の
副
食
費
を
無
償
化
３
歳
以
上
児

が
10
月
か
ら

　議決された議案の一覧は町のホーム
ページで確認できます。

請願
１件を採択

３
歳
以
上
児
の
副
食

費
が
無
償
に
な
る
。

３
歳
未
満
児
の
無
償
化
を

す
る
考
え
は
な
い
か
。

保
育
士
の
確
保
や
施

設
の
規
模
な
ど
が
課

題
で
あ
る
。
今
後
、
検
討

し
て
い
く
。

無
償
化
に
よ
る
町
の

財
政
負
担
は
。

　
条
例
補
正
予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
坂
本
昇
委
員
長
）

は
９
月
14
日
、
付
託
さ
れ
た
条
例
７
件
、
補
正
予
算
４
件

を
慎
重
に
審
査
。

　
町
立
こ
ど
も
園
に
通
う
３
歳
以
上
児
の
副
食
費
（
給
食

や
お
や
つ
代
な
ど
、
月
４
５
０
０
円
）
を
10
月
分
か
ら
無

償
に
す
る
条
例
改
正
案
な
ど
全
て
の
議
案
を
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
。
同
日
の
本
会
議
に
お
い
て
全
会
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
特
別
委
員
会
の
審
査
の
中
か
ら
い
く
つ
か

の
内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。年

間
３
０
０
万
円
～

３
５
０
万
円
程
度
が

見
込
ま
れ
る
。

子育て
３
歳
未
満
児
の
無
償
化
は

保
育
士
の
確
保
策
が
課
題

問問 答

答◇
こ
ど
も
園
副
食
費
の

無
償
化
は
、
元
年
９
月

定
例
会
で
林
﨑
竟
次
郎

議
員
が
、
２
年
３
月
定

例
会
で
は
畠
山
昌
典
議

員
が
一
般
質
問
で
提
言

し
て
い
ま
す
。

まち 声の

まち 声の

　副食費の無償化は、家計に
はとても助かりますが、町の財
政は大丈夫かと心配にもなりま
す。子どもが食べるくらいは支
払ってもいいけどなという思い
もあります。

　コロナの影響で客足が遠の
いていましたが、宿泊助成の効
果で忙しくなり感謝しています。
助成を延長するのはありがたい
です。おもてなしの心でお客様
をお迎えします。

佐野　志保さん
（岩泉・45歳）

畠山　淳
じゅん

子
こ

さん
（袰綿・25歳）

子どもたちの元気が町の活力

予　防
65
歳
未
満
へ
の
無
料
接
種
は

ワ
ク
チ
ン
確
保
な
ど
に
限
界

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
無
料
は
、
65

歳
未
満
も
検
討
し
た
の
か
。

全
町
民
を
対
象
に
検

討
し
た
が
、
ワ
ク
チ

ン
の
確
保
や
医
療
体
制
に

限
界
が
あ
る
た
め
対
象
者

を
絞
っ
た
。

対
象
外
の
人
を
無
料

に
し
た
場
合
の
費
用

は
い
く
ら
か
。

約
４
千
万
円
で
あ
る
。

予
防
接
種
を
受
け
ら

れ
る
医
療
機
関
は
。

町
内
は
、
済
生
会
岩

泉
病
院
と
各
診
療
所

（
※
１
）。
町
外
の
医
療
機

関
で
の
接
種
は
、
事
前
に

役
場
へ
電
話
連
絡
や
申
し

出
が
必
要
で
あ
る
。後
日
、

受
診
券
な
ど
の
書
類
を
本

人
へ
送
る
。

問問 答答問答

まち 声の
　放課後児童クラブの職員なの
で、これまでも予防接種は極力受
けていました。全額補助は
うれしいです。感染回避が
できるよう、これまで以上
にルールを守っていきます。

中村　幸
さち

江
え

さん
（岩泉・58歳）

観　
光

事業費の配分割合は
ホテル２施設に均等

宿
泊
事
業
者
緊
急
対

策
支
援
事
業（
※
2
）

第
１
弾
の
状
況
は
。

４
施
設
で
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。
ホ
テ

ル
は
ほ
ぼ
完
売
。
旅
館
は

20
～
50
％
程
度
で
あ
る
。

今
回
の
事
業
費
の
配

分
割
合
は
。

２
つ
の
ホ
テ
ル
に
均

等
に
配
分
す
る
。
対

象
を
県
内
の
他
、
東
北
６

県
と
新
潟
を
加
え
る
。

職　員
テ
レ
ワ
ー
ク
の
運
用
は

可
能
な
業
務
な
ど
規
定

町
職
員
の
テ
レ
ワ
ー

ク
に
は
、セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
の
問
題
が
あ
る
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
緊
急

事
態
宣
言
時
に
職
員

の
テ
レ
ワ
ー
ク
に
取
り
組

ん
だ
。
す
で
に
要
領
を
定

め
、
可
能
な
業
務
な
ど
を

規
定
し
て
い
る
。

問答問答

予防接種無料の対象者
＊65歳以上
＊妊婦
＊高校生以下
＊�町内で勤務する医療・介護従
事者、教職員、保育士など

テ
レ
ワ
ー
ク
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で

は
、
通
勤
費
を
カ
ッ
ト
し

て
、
電
気
料
を
支
給
す
る

と
い
っ
た
報
道
が
あ
る
。

検
討
し
て
い
る
か
。

県
や
近
隣
市
町
村
の

情
報
を
収
集
し
て
い

る
。
現
時
点
で
電
気
料
な

ど
は
自
己
負
担
で
あ
る
。

問答

問答

　
請
願
２
件
の
う
ち
、
１

件
を
採
択
、
１
件
を
不
採

択
と
決
定
し
ま
し
た
。

◆
岩
泉
町
に
放
射
性
廃
棄

物
を
持
ち
込
ま
せ
な
い
条

例
（
仮
称
）
制
定
の
請
願

＊
請
願
人　
豊
か
な
三
陸

の
海
を
守
る
会

共
同
代
表　
横
田
有
平

＊
紹
介
議
員　
三
田
地
和

彦
、
合
砂
丈
司
、
小
松
ひ

と
み

＊
付
託
先　
総
務
常
任
委

員
会

＊
請
願
の
要
旨　
三
陸
沿

岸
の
豊
か
な
自
然
を
守
る

た
め
、
放
射
性
廃
棄
物
を

持
ち
込
ま
せ
な
い
条
例
を

制
定
す
る
こ
と

＊
審
査
の
結
果　

採
択

（
議
員
発
議
で
条
例
制
定

予
定
）

不
採
択　
安
全・安
心
で
、

ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
実
現

に
つ
な
が
る
少
人
数
学
級

の
実
現
を
求
め
る
請
願

議員発議で
条例制定へ

９月補正予算の状況
会　計　名 補　正　額 補正後の予算額

一 般 会 計 6億3817万円 121億2078万円

特
別

介護保険 564万円 16億274万円
観光事業 1108万円 2億172万円

水道事業会計 2億2426万円 9億6541万円
※水道事業会計は、収益的収支と資本的収支の支出額を合算した額

（※1）本年度、小川診療所での予防接種は行わない
（※2）町で指定した宿泊施設を旅行者が利用した場合、5,670 円（コロナゼロ）を助成
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町の考えを問う 町の考えを問う

一般質問

一般質問全文は、
町ホームページ
で公開しています。

町の考えを問う7人の議員が登壇

坂
さか

本
もと

　　昇
のぼる

 議員

畠
はたけ

山
やま

　和
かず

英
ひで

 議員

林
はやし

﨑
ざき

竟
きょう

次
じ

郎
ろう

 議員

三
み

田
た

地
ち

久
ひさ

志
し

 議員

畠
はたけ

山
やま

　昌
まさ

典
のり

 議員

小
こ

松
まつ

ひとみ 議員

合
あい

砂
しゃ

　丈
たけ

司
し

 議員

・誹謗中傷から守る取り組みを
・廃校舎設備の保守を

・介護現場の感染防止対策は
・誹謗中傷を行わない啓発を

・国道 340 号の整備促進を
・経済支援策の今後の対応は

・クマ被害防止対策を
・目指せふるさと納税10億円を

・行政区の抜本的な見直しを

・防災マップの立体化を
・免許証自主返納者へ支援を

・窓口負担免除の継続を
・台風被災者の減免継続を

（11㌻）

（12㌻）

（13㌻）

（14㌻）

（15㌻）

（16㌻）

（17㌻）

　
一
般
質
問
と
は
、
議
員

が
町
長
な
ど
の
執
行
機
関

に
対
し
、
事
務
の
執
行
状

況
や
将
来
の
方
針
な
ど
に

つ
い
て
所
信
や
疑
問
を
た

だ
す
こ
と
。
報
告
や
説
明

を
求
め
る
こ
と
で
す
。

　
９
月
定
例
会
で
は
７
人

の
議
員
が
登
壇
し
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
な
ど
の
提
言
や
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
質
問
と
答

弁
を
要
約
し
た
内
容
（
11

㌻
か
ら
17
㌻
）
を
登
壇
順

（
質
問
順
）
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
対
策
の
た
め
、
マ
ス

ク
な
ど
を
着
用
し
て
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

問 

誹
謗
中
傷
か
ら
守
る
取
り
組
み
を

答 

あ
ら
ゆ
る
手
段
で
啓
蒙
啓
発
す
る

小川小学校6年生の皆さん

問 廃校舎設備の保守を

答 保守点検に配意する

問　
本
年
度
の
新
規
事
業

で
あ
る
、
廃
校
舎
施
設
利

活
用
調
査
事
業
の
進
捗
状

況
は
。

町
長　
現
在
、
廃
校
舎
８

施
設
の
利
活
用
を
役
場
内

部
の
検
討
組
織
で
調
査
研

究
を
進
め
て
い
る
。

　
10
月
中
に
は
調
査
結
果

問　
町
で
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
会
議
で
、

マ
ス
ク
の
配
布
や
手
洗

い
・
消
毒
の
奨
励
、
新
し

い
生
活
様
式
の
推
奨
な
ど

の
感
染
予
防
策
の
徹
底
を

図
っ
て
き
た
。

　
対
策
の
成
果
は
十
分
に

発
揮
さ
れ
て
い
る
が
、
県

内
で
も
感
染
拡
大
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
。
い
つ
本
町

か
ら
感
染
者
が
確
認
さ
れ

て
も
お
か
し
く
な
い
状
況

で
あ
る
。

励
ま
し
も�

マ
ス
ク
の
中
の

�

微
笑
み
で

を
ま
と
め
る
よ
う
作
業
を

行
っ
て
い
る
。

問　
指
定
緊
急
避
難
場
所

で
あ
る
廃
校
舎
で
、
水
道

が
使
用
で
き
な
い
場
所
が

確
認
さ
れ
た
。
ト
イ
レ
も

利
用
で
き
な
い
。

　
避
難
場
所
で
も
あ
り
、

今
後
の
廃
校
舎
の
利
活
用

を
進
め
る
観
点
か
ら
、
水

道
に
限
ら
ず
施
設
設
備
の

保
守
に
努
め
る
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

町
長　
施
設
の
基
本
的
機

能
の
維
持
管
理
に
は
努
め

て
い
る
が
、
水
道
施
設
に

不
具
合
が
発
見
さ
れ
、
現

在
、
調
査
中
で
あ
る
。

　
第
一
次
開
設
避
難
所
の

拡
大
に
よ
り
、
新
た
に
旧

校
舎
６
施
設
を
指
定
し

た
。
安
心
し
て
避
難
所
と

し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、

保
守
点
検
な
ど
に
は
、
な

お
一
層
配
意
し
て
い
く
。

　
町
民
を
感
染
か
ら
守
る

取
り
組
み
を
継
続
し
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
は
感
染
し

た
人
が
誹
謗
中
傷
や
差

別
・
偏
見
を
受
け
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
も
町
の
重

要
な
役
割
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

町
長　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

予
防
対
策
は
、
各
種
広
報

媒
体
に
よ
る
呼
び
か
け
や

消
毒
研
修
会
な
ど
行
っ
て

き
た
。
今
後
も
引
き
続
き

畠山　昌典議員

感
染
予
防
に
努
め
、
秋
冬

に
流
行
す
る
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
対
策
と
合
わ
せ

て
必
要
な
措
置
を
行
う
。

　
全
国
的
に
問
題
と
な
っ

て
い
る
差
別
・
偏
見
・
誹

謗
中
傷
は
、
感
染
者
の
健

康
、
生
活
に
影
響
を
与
え

る
。
受
診
や
検
査
控
え
に

よ
る
感
染
拡
大
の
恐
れ
も

あ
る
。
誹
謗
中
傷
や
個
人

的
な
臆
測
に
基
づ
く
情
報

の
拡
散
な
ど
の
行
為
は
控

え
る
よ
う
全
世
帯
に
チ
ラ

シ
を
配
布
し
た
。

　
今
後
も
、
あ
ら
ゆ
る
手

段
を
活
用
し
啓
蒙
啓
発
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

一般質問
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町の考えを問う 町の考えを問う

問 

国
道
３
４
０
号
の
整
備
促
進
を

答 

事
業
化
に
向
け
要
望
活
動
す
る

崩落事故発生時の状況

問 経済支援策の今後の対応は

答 関係団体と連携し対策検討

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
は
、
私
た
ち

の
暮
ら
し
を
一
変
さ
せ

た
。
企
業
や
事
業
者
な
ど

の
売
上
げ
の
減
少
、
休
業

な
ど
地
域
経
済
は
深
刻
な

影
響
を
受
け
て
い
る
。

　
町
で
は
、第
１
弾
か
ら
第

３
弾
に
わ
た
る
経
済
支
援

問　
８
月
14
日
、
国
道
３

４
０
号
に
接
す
る
大
川
大

渡
地
内
の
県
道
で
岩
盤
崩

落
事
故
が
発
生
し
た
。

　
こ
の
箇
所
は
道
幅
も
狭

く
、岩
盤
が
そ
そ
り
立
ち
、

今
後
も
崩
落
が
心
配
さ
れ

る
。
早
急
に
改
良
整
備
を

図
る
必
要
が
あ
る
。

　
未
改
良
区
間
の
多
い
本

路
線
の
各
所
に
は
、
道
路

改
良
が
完
了
す
る
ま
で
、

待
避
所
の
整
備
要
望
が
必

要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

九つ

づ

ら

十
九
折
る�

幸こ

う

こ子
が
詠よ

ん
だ

�

山み

ち路
整
備

策
を
進
め
て
い
る
。町
長

は
、そ
の
効
果
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
、長
期
化
す
る
コ
ロ

ナ
禍
対
策
に
今
後
ど
の
よ

う
に
取
り
組
む
考
え
か
。

町
長　
中
小
企
業
者
な
ど

へ
の
支
援
事
業
を
行
っ
た

こ
と
で
、
一
定
程
度
の
効

果
は
あ
っ
た
。

　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

は
、
全
て
完
売
し
た
。
今

後
、
地
域
経
済
へ
の
波
及

効
果
が
表
れ
て
く
る
と
考

え
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
ゼ
ロ
宿
泊
助
成

事
業
は
、
国
や
県
の
制
度

と
の
相
乗
効
果
も
あ
り
、

宿
泊
客
が
７
～
８
割
程
度

回
復
し
た
。
期
間
延
長
な

ど
を
検
討
し
て
い
く
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対

策
は
中
長
期
に
及
ぶ
。
関

係
団
体
と
連
携
し
今
後
の

状
況
を
注
視
し
な
が
ら
、

必
要
に
応
じ
た
経
済
対
策

を
検
討
し
て
い
く
。

町
長　
一
般
県
道
大
川
松

草
線
の
危
険
箇
所
の
整
備

は
、
８
月
19
日
に
大
川
地

区
道
路
整
備
促
進
期
成
同

盟
会
で
岩
泉
土
木
セ
ン

タ
ー
に
対
し
早
期
復
旧
の

緊
急
要
望
を
行
っ
た
。

　
今
後
も
、
危
険
箇
所
の

早
期
復
旧
を
目
指
し
、
再

び
事
故
が
発
生
し
な
い
道

路
整
備
を
な
お
一
層
要
望

し
て
い
く
。

　
本
路
線
の
改
良
整
備
が

促
進
さ
れ
る
よ
う
、
町
民

畠山　和英議員

防護服の着脱訓練を行う特別養護老人ホーム百楽苑の職員

高
リ
ス
ク�

介
護
現
場
の

�

安
全
を

問　

介
護
従
事
者
や
医

療
・
健
康
指
導
者
は
、
常

に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
リ
ス
ク
と
向
き
合

い
な
が
ら
仕
事
に
従
事
し

て
い
る
。
感
染
防
止
用
具

は
、
よ
り
防
疫
精
度
の
高

い
も
の
が
要
求
さ
れ
る
と

考
え
る
が
、
対
策
は
で
き

て
い
る
の
か
。

町
長　
介
護
従
事
者
な
ど

の
感
染
防
止
の
た
め
の
防

護
具
は
、
感
染
症
法
に
定

め
ら
れ
た
基
準
や
国
・
県

の
通
知
、
保
健
所
の
指
導

な
ど
に
基
づ
い
た
適
切
な

対
応
を
行
っ
て
い
る
。

問　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
の
経
営
状
況
は
ど
う
か
。

町
長　
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

者
が
利
用
を
控
え
た
ケ
ー

ス
が
あ
っ
た
。
減
収
は
あ

る
が
影
響
は
少
な
か
っ
た

と
認
識
し
て
い
る
。

問　
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
や

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を

控
え
て
い
る
実
態
が
あ
れ

ば
、
運
動
機
能
の
低
下
な

ど
が
懸
念
さ
れ
る
。
対
応

状
況
は
。

町
長　
利
用
を
控
え
た
人

に
は
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
見

直
し
や
電
話
相
談
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。
自
宅
で

個
々
に
合
っ
た
機
能
維
持

の
活
動
に
取
り
組
む
よ
う

周
知
し
て
い
る
。

問　
町
民
に
対
し
て
、
感

染
者
な
ど
へ
の
誹
謗
中
傷

は
決
し
て
行
わ
な
い
よ
う

啓
発
す
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

町
長　
「
新
し
い
生
活
様

式
」
を
実
践
す
る
中
で
、

感
染
者
や
関
係
者
に
対
し

て
、
思
い
や
り
の
あ
る
行

動
と
冷
静
な
対
応
を
町
民

に
お
願
い
し
て
き
た
。

　
引
き
続
き
、
差
別
・
偏

見
・
誹
謗
中
傷
の
行
為
を

控
え
る
よ
う
「
ぴ
ー
ち
ゃ

ん
ね
っ
と
」
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
広
報
媒
体
を
通
じ
て
お

願
い
を
し
て
い
く
。

問 介護現場の感染防止対策は
答 保健所の指導で適切に対応

問　
児
童
生
徒
に
対
し
て

も
、
啓
発
を
行
う
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

町
長　
児
童
生
徒
へ
の
誹

謗
中
傷
の
防
止
は
、
感
染

症
の
正
し
い
知
識
や
差

別
、
偏
見
な
ど
の
防
止
に

関
わ
る
「
心
の
サ
ポ
ー
ト

授
業
」
を
行
い
な
が
ら
啓

発
に
努
め
て
い
る
。

　
国
や
県
教
育
委
員
会
か

ら
の
通
知
に
基
づ
き
、
各

学
校
へ
の
啓
発
や
周
知
も

行
っ
て
い
る
。

　
保
護
者
に
も
感
染
者
な

ど
に
対
す
る
誹
謗
中
傷

は
、
行
わ
な
い
よ
う
お
願

い
し
て
い
る
。

問 

誹
謗
中
傷
を
行
わ
な
い
啓
発
を

答 

広
報
媒
体
を
通
じ
お
願
い
す
る

坂本　昇議員

一
丸
と
な
り
要
望
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
国
道
３
４
０
号
宮
古

市
和
井
内
か
ら
落
合
間
の

未
改
良
区
間
の
整
備
は
、

宮
古
市
側
の
一
部
が
本
年

度
新
規
事
業
化
さ
れ
る
。

　
岩
泉
町
側
も
宮
古
市
側

と
並
行
し
て
令
和
３
年
度

か
ら
新
規
事
業
化
さ
れ
、整

備
が
早
期
に
図
ら
れ
る
よ

う
強
力
に
要
望
活
動
を
行

う
べき
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

町
長　
国
道
３
４
０
号
宮

古
市
側
の
未
改
良
区
間
約

４
㌔
の
う
ち
１
・
７
㌔
は

本
年
度
事
業
化
と
な
り
、

令
和
８
年
度
に
は
完
成
す

る
計
画
と
聞
い
て
い
る
。

し
か
し
、
岩
泉
町
側
の
未

改
良
区
間
は
、
事
業
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
ま
だ
示
さ
れ

て
い
な
い
。

　

早
急
な
事
業
化
に
向

け
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
町

民
の
支
援
を
得
な
が
ら
強

力
に
要
望
活
動
を
行
っ
て

い
く
。
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町の考えを問う 町の考えを問う

問 

行
政
区
の
抜
本
的
な
見
直
し
を

答 

地
域
の
意
見
を
聴
き
検
討
す
る

回覧板や集金などに工夫が必要だ

町
長　
行
政
連
絡
業
務
の

遂
行
は
、
少
子
高
齢
化
や

人
口
減
少
な
ど
に
伴
い
、

行
政
連
絡
員
の
選
任
や
広

報
な
ど
の
配
布
に
難
儀
し

て
い
る
。
全
国
の
過
疎
地

域
に
共
通
す
る
大
き
な
課

題
で
あ
る
。

　
行
政
連
絡
員
の
負
担
軽

減
は
、
配
布
文
書
を
整
理

整
頓
し
極
力
減
ら
す
努
力

を
し
て
い
る
。「
ぴ
ー
ち
ゃ

ん
ね
っ
と
」
で
の
周
知
に

切
り
替
え
る
な
ど
の
創
意

工
夫
も
行
っ
て
い
る
。

　
本
年
２
月
、
外
部
関
係

団
体
へ
行
政
連
絡
員
経
由

の
配
布
文
書
の
削
減
に
関

わ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
っ
た
。
重
ね
て
配
布
文

書
の
削
減
に
努
め
る
よ
う

協
力
を
求
め
た
が
、
目
に

問　
安
家
地
区
に
は
、
12

行
政
区
、
11
自
治
会
が
あ

り
、
高
齢
化
率
は
60
％
と

極
め
て
高
い
。
近
年
、
一

人
暮
ら
し
高
齢
者
が
多
く

行
政
連
絡
員
の
な
り
手
不

足
や
町
か
ら
の
広
報
の
配

布
、
会
費
や
募
金
な
ど
の

集
金
に
難
儀
し
て
い
る
。

　
各
地
域
で
は
、
町
と
連

携
し
地
域
づ
く
り
活
動
を

展
開
し
て
き
た
。
住
民
自

治
の
観
点
か
ら
、
地
域
へ

の
き
め
細
か
な
支
援
が
必

集
落
の�

懸
念
事
項
は

�

高
齢
化

見
え
る
削
減
ま
で
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

　
小
規
模
な
行
政
区
は
、

す
で
に
各
戸
へ
の
直
接
配

送
の
拡
充
な
ど
を
進
め
て

き
て
い
る
。
世
帯
数
が
多

い
行
政
区
は
、
現
状
の
区

割
り
の
ま
ま
複
数
人
の
行

政
連
絡
員
を
配
置
し
、
業

務
の
負
担
の
軽
減
が
図
ら

れ
る
よ
う
制
度
の
見
直
し

を
行
っ
た
。

　
抜
本
的
な
区
割
り
の
見

直
し
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
地

域
活
動
に
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
地

域
の
意
見
を
十
分
に
聴

き
、
慎
重
か
つ
丁
寧
に
検

討
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
あ
ら
ゆ
る
方
策
を
調
査

研
究
し
、
引
き
続
き
負
担

軽
減
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

要
と
考
え
る
。

　
安
家
地
区
は
、
台
風
10

号
豪
雨
災
害
の
前
と
現
在

と
で
は
、
１
０
０
人
ほ
ど

人
口
が
減
少
し
て
い
る
。

　
今
後
、
高
齢
化
率
が
さ

ら
に
高
く
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
地
域
住
民
が

安
心
し
て
地
域
で
生
活
で

き
る
よ
う
、
行
政
区
、
行

政
連
絡
員
制
度
の
抜
本
的

な
見
直
し
、
負
担
の
軽
減

を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

合砂　丈司議員

クマ被害防止にみんなで環境整備を

ク
マ
被
害�

防
げ
る
間
伐

�

す
ぐ
や
ろ
う

問　
果
樹
農
家
で
は
、
ク

マ
に
よ
る
被
害
が
甚
大
で

あ
る
と
聞
い
た
。

　
周
囲
の
間
伐
な
ど
を
行

い
、
見
通
し
の
良
い
環
境

を
整
備
す
る
こ
と
も
必
要

と
考
え
る
。

　
果
樹
園
な
ど
の
周
辺
の

間
伐
や
環
境
整
備
を
集
落

で
行
う
こ
と
に
補
助
金
を

交
付
し
、
検
証
し
な
が
ら

全
町
に
広
め
て
い
く
考
え

は
な
い
か
。

町
長　
こ
れ
ま
で
は
、
農

畜
産
物
の
被
害
防
止
に
主

眼
を
置
き
、
追
い
払
い
機

器
の
貸
し
出
し
や
電
気
牧

柵
な
ど
の
設
置
に
助
成
す

る
対
策
を
行
っ
て
き
た
。

　
町
の
み
で
は
限
界
が
あ

る
。
集
落
と
行
政
が
一
体

と
な
っ
た
取
り
組
み
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。

　
人
家
周
辺
で
の
ク
マ
出

没
な
ど
危
険
性
の
高
い
地

区
は
、
雑
木
林
の
刈
り
払

い
な
ど
緩
衝
帯
の
環
境
整

備
が
有
効
で
あ
る
。
活
用

可
能
な
補
助
事
業
を
導
入

し
、
実
施
に
向
け
た
検
討

を
進
め
る
。

問　
小
本
地
区
で
ナ
ラ
枯

れ
（
※
）
が
発
生
し
た
。

ナ
ラ
枯
れ
被
害
を
防
ぎ
な

が
ら
獣
害
対
策
を
ど
の
よ

う
に
実
行
し
て
い
く
の
か
。

町
長　
ナ
ラ
枯
れ
被
害
木

の
拡
散
防
止
に
努
め
て
い

る
が
、
食
い
止
め
る
ま
で

に
至
っ
て
い
な
い
。

　
ク
マ
の
餌
が
不
足
し
、

人
里
へ
の
出
没
の
増
加
に

つ
な
が
ら
な
い
よ
う
、
森

林
所
有
者
や
関
係
団
体
な

ど
と
連
携
す
る
。
大
径
木

の
更
新
伐
を
進
め
森
林
の

健
全
化
に
努
め
て
い
く
。

問　
加
速
度
的
に
人
口
が

減
少
し
地
方
交
付
税
な
ど

も
減
る
中
、
現
在
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
に

は
財
政
が
厳
し
く
な
る
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を

も
っ
と
活
用
す
べ
き
と
考

え
る
。
一
次
産
業
の
生
鮮

品
や
加
工
品
な
ど
も
ふ
る

さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し

て
発
掘
し
、
目
指
せ
「
ふ

る
さ
と
納
税
10
億
円
」
で

あ
る
。

　
10
億
円
の
ふ
る
さ
と
納

税
は
、
町
内
に
３
億
円
が

新
た
に
流
通
し
、
役
場
に

は
７
億
円
の
歳
入
。
地
域

経
済
の
活
性
化
や
福
祉
の

向
上
が
期
待
さ
れ
る
。

問 クマ被害防止対策を
答 緩衝帯の整備を行う

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
立
ち
上
げ
て
進
め
る
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

町
長　

返
礼
品
の
発
掘

は
、
岩
泉
な
ら
で
は
の
個

性
と
価
値
、
そ
し
て
魅
力

あ
る
返
礼
品
の
拡
充
に
努

め
て
い
く
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
自

主
財
源
の
少
な
い
本
町
に

と
っ
て
財
源
確
保
の
有
効

な
手
段
で
あ
る
。
本
制
度

の
さ
ら
な
る
活
用
を
図

り
、
提
案
の
内
容
を
調

査
・
研
究
す
る
。

　
納
税
額
の
目
標
も
設
定

し
、
積
極
果
敢
に
挑
戦
し

て
い
く
。

問 

目
指
せ
ふ
る
さ
と
納
税
10
億
円
を

答 

目
標
額
を
設
定
し
挑
戦
し
て
い
く

三田地久志議員

（※）カシノナガキクイムシを原因とするブナ科樹木に発生する病気
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町の考えを問う 町の考えを問う

問 

窓
口
負
担
免
除
の
継
続
を

答 

慎
重
に
方
向
性
を
定
め
る

被災者の経済的支援の継続を望む

問 台風被災者の減免継続を

答 今後の状況を見極め判断

問　
台
風
10
号
災
害
か
ら

４
年
が
経
過
し
た
。
消
費

税
が
10
％
に
増
税
と
な

り
、
更
に
コ
ロ
ナ
禍
な
ど

で
生
活
は
苦
し
い
が
被
災

者
も
頑
張
っ
て
い
る
。

　
通
院
や
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
て
い
る
家
庭

問　
東
日
本
大
震
災
の
被

災
者
は
、
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
。漁
業
は
震
災
後
、

水
揚
げ
が
回
復
せ
ず
、
今

な
お
危
機
的
不
漁
に
直
面

し
て
い
る
。
さ
ら
に
直
撃

し
た
の
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で

あ
る
。

　
県
保
険
医
協
会
は
、
第

10
回
東
日
本
大
震
災
被
災

者
の
医
療
費
窓
口
負
担
ア

ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
を

発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
免
除
が
終
了
し
医
療

命
綱�

切
ら
し
て
な
ら
ん

�

和
の
心

の
声
を
聴
く
と
、
国
保
医

療
費
・
介
護
保
険
利
用
料

の
減
免
は
す
ご
く
助
か
っ

て
い
る
と
心
の
底
か
ら
感

謝
し
て
い
る
。

　
今
後
も
台
風
10
号
被
災

者
の
国
保
医
療
費
・
介
護

保
険
利
用
料
の
減
免
継
続

を
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

町
長　
台
風
10
号
豪
雨
災

害
被
災
者
は
、
災
害
公
営

住
宅
へ
の
入
居
や
宅
地
分

譲
地
へ
の
移
転
な
ど
住
宅

再
建
は
着
実
に
進
ん
で
き

て
い
る
。

　
し
か
し
、
い
ま
だ
に
仮

設
住
宅
で
の
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
被
災
者

も
い
る
。

　
窓
口
負
担
な
ど
の
減
免

継
続
は
、
今
後
の
状
況
を

見
極
め
な
が
ら
慎
重
に
判

断
し
て
い
き
た
い
。

費
の
負
担
が
発
生
し
た
場

合
「
こ
れ
ま
で
通
り
通
院

す
る
」
と
回
答
し
た
人
の

割
合
は
、
30・
７
％
に
と

ど
ま
っ
た
。

　
県
は
、
現
在
、
国
保
医

療
費
窓
口
負
担
の
免
除
措

置
の
継
続
に
つ
い
て
、
市

町
村
の
意
向
調
査
を
実
施

し
て
い
る
。

　
被
災
自
治
体
の
本
町
も

免
除
を
継
続
す
る
方
向
で

取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。林﨑竟次郎議員

立体的に地形を知る新たな防災を進めたい

ど
う
な
る
の�

ク
ル
マ
な
く
て

�

ど
う
行
く
の

問　
本
町
で
は
台
風
10
号

に
よ
る
豪
雨
災
害
で
大
き

な
被
害
を
受
け
て
か
ら

「
地
域
防
災
力
」
を
高
め

る
こ
と
に
力
を
注
い
で
き

た
。
３
年
計
画
で
の
防
災

士
養
成
も
２
０
０
人
達
成

を
叶
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
地
球
環
境
の
変
化
か
ら

大
き
な
自
然
災
害
は
こ
れ

か
ら
も
起
き
る
と
考
え
る
。

　
そ
こ
で
、
平
面
の
防
災

マ
ッ
プ
か
ら
一
歩
進
ん

で
、山
の
形
、川
の
流
れ
、

平
地
、
地
形
を
立
体
的
に

知
る
こ
と
が
で
き
る
立
体

地
形
模
型
ジ
オ
ラ
マ
を
作

る
こ
と
を
提
案
す
る
。

　
子
ど
も
た
ち
を
含
め
た

地
域
住
民
が
一
体
と
な
り

取
り
組
め
ば
、
お
の
ず
と

防
災
教
育
と
地
域
を
詳
し

く
知
る
機
会
と
な
る
と
思

う
が
ど
う
か
。

町
長　
自
然
災
害
に
は
自

然
地
形
が
大
き
く
関
わ
っ

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　
各
学
校
で
は
防
災
学
習

で
、
３
Ｄ
地
形
分
類
図
を

活
用
し
た
過
去
の
災
害
か

ら
の
地
形
の
変
化
の
学
習

を
積
み
重
ね
て
き
た
。

　
有
芸
小
学
校
で
の
防
災

研
修
会
で
は
、
ド
ロ
ー
ン

を
活
用
し
、
上
空
か
ら
有

芸
地
区
の
山
や
川
な
ど
の

地
形
を
見
る
取
り
組
み
を

行
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
が

と
て
も
関
心
を
持
っ
て

「
知
り
、
考
え
る
」
き
っ

か
け
に
な
っ
た
。

　
引
き
続
き
、
地
形
か
ら

学
ぶ
防
災
活
動
を
展
開

し
、
町
民
一
体
と
な
り
防

災
の
ま
ち
を
築
い
て
い
く
。

　
立
体
模
型
ジ
オ
ラ
マ
を

作
る
こ
と
は
、
知
る
こ
と

に
作
る
こ
と
が
加
わ
り
、

防
災
教
育
と
し
て
有
意
義

で
あ
る
。
研
究
検
討
を

行
っ
て
い
く
。

問　
高
齢
者
で
「
車
は
生

活
に
欠
か
せ
な
い
か
ら
運

転
を
ま
だ
頑
張
る
」「
自

分
は
大
丈
夫
」
と
い
う
声

を
聞
く
。

　
他
の
自
治
体
で
は
、
高

齢
者
の
運
転
免
許
証
自
主

返
納
者
へ
独
自
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
が
、
本
町
で

は
支
援
が
無
い
。

　
そ
の
理
由
と
高
齢
者
の

交
通
手
段
の
確
保
策
を
今

後
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て

い
く
か
示
せ
。

町
長　

高
齢
者
ド
ラ
イ

バ
ー
に
よ
る
交
通
事
故
は

社
会
問
題
化
し
て
い
る
。

本
町
で
も
運
転
免
許
証
自

主
返
納
も
推
進
し
な
が
ら

問 防災マップの立体化を
答 研究検討を行っていく

交
通
対
策
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
。

　
本
町
で
は
、
運
転
免
許

証
の
返
納
者
に
限
ら
ず
、

65
歳
以
上
の
町
民
へ
の
路

線
バ
ス
運
賃
の
半
額
補
助

や
公
共
交
通
空
白
地
有
償

運
送
事
業
（
※
）
へ
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

　
他
市
町
村
で
は
、
免
許

証
返
納
者
に
路
線
バ
ス
の

チ
ケ
ッ
ト
や
商
品
券
の
配

布
な
ど
を
行
っ
て
い
る
事

例
も
あ
る
。
岩
泉
警
察
署

な
ど
関
係
団
体
と
連
携

し
、調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
高
齢
者
の
交
通
手
段
確

保
策
は
、
本
町
に
適
す
る

交
通
体
系
を
引
き
続
き
検

討
し
て
い
く
。

問 

免
許
証
自
主
返
納
者
へ
支
援
を

答 

関
係
団
体
と
連
携
し
研
究
す
る

小松ひとみ議員

町
長　

本
年
５
月
末
を

も
っ
て
仮
設
住
宅
の
入
居

者
が
ゼ
ロ
に
な
り
、
本
町

に
お
け
る
住
宅
再
建
は
完

了
し
た
。
東
日
本
大
震
災

被
災
者
に
対
す
る
免
除
措

置
は
、
終
期
を
見
極
め
る

時
期
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
、
県
の
考
え
方
や

近
隣
市
町
村
の
動
向
も
踏

ま
え
、
免
除
措
置
の
継
続

は
慎
重
に
検
討
を
行
い
、

方
向
性
を
定
め
て
い
く
考

え
で
あ
る
。

次
は
、
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

（※）バスなどが無い地区で、非営利団体が自家用車などを使用して運送する形態
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次
は
、
シ
リ
ー
ズ
「
私
の
復
興
」

　
は
ま
ゆ
り
学
園
は
、
本

町
を
含
む
７
市
町
村
（
釜

石
市
、宮
古
市
、大
槌
町
、

山
田
町
、
田
野
畑
村
、
普

代
村
）
で
構
成
す
る
岩
手

県
沿
岸
知
的
障
害
児
施
設

組
合
（
管
理
者
山
本
正
德

宮
古
市
長
）
が
運
営
し
て

い
ま
す
。

　
本
年
３
月
の
町
議
会
全

員
協
議
会
で
、学
園
の
運

営
を
民
設
民
営
で
検
討
し

て
い
る
と
の
説
明
を
受
け
、

現
状
と
今
後
の
運
営
方
針

を
調
査
し
た
も
の
で
す
。

開
園
か
ら
49
年
経
過
し

施
設
の
老
朽
化
が
顕
著

　
は
ま
ゆ
り
学
園
は
昭
和

46
年
４
月
、
宮
古
市
崎
山

　
総
務
常
任
委
員
会
（
坂
本
昇
委
員
長
）
は
７
月
21
日
、

民
設
民
営
（
※
１
）
で
の
運
営
が
検
討
さ
れ
て
い
る
宮
古

市
の
障
が
い
児
入
所
施
設
、
は
ま
ゆ
り
学
園
（
荒
川
東は

る
な
が永

園
長
）
を
調
査
し
ま
し
た
。

　
産
業
常
任
委
員
会
は
８
月
26
日
、
三
セ
ク
３
社
と
の
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
㈱
岩
泉
き
の
こ
産
業
の
柳
畑
正

勝
社
長
は
「
徹
底
し
た
温
度
管
理
を
行
い
、
燃
料
費
の
削

減
に
努
め
、
４
月
～
６
月
期
は
プ
ラ
ス
に
転
じ
た
」
と
説

明
し
ま
し
た
。

に
開
園
。
延
べ
２
７
８
人

の
園
生
（
本
町
は
38
人
）

を
送
り
出
し
、
子
ど
も
た

ち
の
持
て
る
能
力
や
可
能

性
を
伸
ば
し
て
い
く
よ
う

支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
開
園
か
ら
49
年
経
過
し

た
施
設
は
老
朽
化
が
顕
著

で
、
建
て
替
え
を
検
討
し

て
い
ま
し
た
。

民
設
民
営
の
運
営
方
針

　
昨
年
、
宮
古
市
内
で
障

が
い
者
施
設
を
運
営
す
る

若
竹
会（
及
川
穣ゆ

た
か

理
事
長
）

か
ら
、
民
設
民
営
に
よ
る

「
福
祉
型
障
が
い
児
入
所

施
設
の
整
備
・
運
営
に
関

す
る
事
業
提
案
」
が
あ
り

ま
し
た
。

　
参
与
会
（
７
市
町
村
の

首
長
で
組
織
す
る
執
行
機

関
）
と
組
合
議
会
（
７
市

町
村
議
会
の
代
表
議
員
で

組
織
す
る
議
決
機
関
。
本

町
は
小
松
ひ
と
み
議
員
）

で
協
議
を
重
ね
、
お
お
む

ね
提
案
の
形
で
進
め
る
方

針
と
な
り
ま
し
た
。

障
が
い
児
施
設
の

運
営
を
民
設
民
営

温
度
管
理
を
徹
底
し

コ
ス
ト
削
減
で
増
収

老朽化が著しいはまゆり学園の現状を把握

【
所
感
】
学
園
の
運
営
費

は
、
主
に
構
成
市
町
村
の

負
担
金
で
す
。
民
営
に
な

れ
ば
、
負
担
金
の
支
出
が

無
く
な
り
ま
す
。

　
単
年
度
で
建
設
費
用
の

負
担
が
発
生
し
ま
す
が
、

長
期
的
な
視
点
に
立
て
ば

民
営
が
好
ま
し
い
と
考
え

ま
す
。�

（
八
重
樫
龍
介
）

【
所
感
】
大
規
模
園
芸
団

地
の
構
想
や
整
備
に
当

た
っ
て
、
市
職
員
、
事
業

者
が
連
携
し
事
業
導
入
に

取
り
組
ん
だ
情
熱
が
伝
わ

り
ま
し
た
。
生
産
経
費
を

左
右
す
る
供
給
シ
ス
テ
ム

の
導
入
は
画
期
的
。
厳
し

く
決
し
て
楽
観
視
で
き
な

い
菌
床
シ
イ
タ
ケ
業
界
で

あ
り
ま
す
が
、
今
後
の
展

開
の
参
考
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
畠
山
和
英
）

【
所
感
】
本
町
で
の
実
施

に
は
、
行
政
、
社
協
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
連
携
や
参

加
者
の
ニ
ー
ズ
把
握
、
支

援
物
資
の
確
保
な
ど
ク
リ

ア
す
べ
き
課
題
が
多
い
と

感
じ
ま
し
た
。
ま
ず
は

ニ
ー
ズ
の
把
握
か
ら
取
り

組
む
こ
と
を
提
案
し
て
い

き
ま
す
。�

（
坂
本　
昇
）

「
支
援
に
は
地
域
と
の
つ
な
が

り
が
大
切
」
と
話
す
有
原
領

一
さ
ん

　
総
務
常
任
委
員
会
は
７

月
21
日
、
近
年
実
施
し
て

い
る
自
治
体
が
増
え
て
い

る
子
ど
も
食
堂
（
※
２
）

の
本
町
で
の
可
能
性
を
探

る
た
め
、
宮
古
市
社
会
福

祉
協
議
会
（
赤
沼
正ま

さ
き
よ清
会

長
）
の
取
り
組
み
を
調
査

し
ま
し
た
。

子
ど
も
や
親
が
抱
え
る

問
題
な
ど
を
見
つ
け
る

　
宮
古
市
で
は
、
市
社
協

が
主
体
と
な
り
、
平
成
28

年
度
か
ら
子
ど
も
食
堂

「
し
お
か
ぜ
キ
ッ
チ
ン
」

を
毎
月
第
３
土
曜
日
に
開

催
し
て
い
ま
す
。

運営方針 3つのポイント
＊�障がい児入所施設と障がい者施
設を一体型で整備・運営

＊�整備費用は、国の補助金、構成
市町村や若竹会の負担金など

＊�運営費の負担無し（本町は毎年
度、約800万円負担しています）

　
市
社
協
の
有
原
領
一
総

務
課
長
は
「
し
お
か
ぜ

キ
ッ
チ
ン
は
、
ひ
と
り
親

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
た
め
の
夕

ご
飯
会
。
子
ど
も
や
親
が

抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
・
課
題
を
見
つ
け
、
必

要
な
支
援
に
つ
な
げ
る
た

め
に
行
っ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
食
堂
＝
貧
困
家
庭
と

い
う
偏
見
は
作
り
た
く
な

い
で
す
」
と
子
ど
も
食
堂

の
理
念
を
説
明
し
ま
し
た
。

必要な支援に
つなげるため

木質バイオマスで
菌床シイタケ生産

（※1）民間企業などが設置と運営を行うこと。自治体が設置と運営を行うことを公設公営
（※2）地域住民や自治体が、無料か低価格で子どもたちに食事を提供するコミュニティの場

　
産
業
常
任
委
員
会
（
三
田
地
久
志
委
員
長
）
は
７
月
16

日
、
久
慈
市
の
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
※
1
）
を
活

用
し
た
菌
床
シ
イ
タ
ケ
の
取
り
組
み
を
調
査
し
ま
し
た
。

冬
は
蒸
気
と
温
水

夏
は
冷
水
を
供
給

　
久
慈
市
バ
イ
オ
マ
ス
エ

ネ
ル
ギ
ー
㈱
（
日ひ

な
た當
和か

ず
ゆ
き孝

代
表
取
締
役
）
は
平
成
26

年
２
月
設
立
。
久
慈
地
域

の
製
材
所
で
発
生
し
た
未

利
用
の
バ
ー
ク
（
樹
皮
）

な
ど
を
燃
料
と
す
る
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
熱
供
給
事
業

を
28
年
９
月
に
開
始
。

　
隣
接
で
菌
床
シ
イ
タ
ケ

を
栽
培
す
る
大
規
模
園
芸

団
地
に
、
冬
は
ハ
ウ
ス
暖

房
用
の
温
水
と
菌
床
殺
菌

用
の
蒸
気
を
。
夏
は
空
冷

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
チ
ラ
ー

（
※
２
）
を
使
用
し
た
外

気
と
の
熱
交
換
に
よ
る
冷

水
を
供
給
し
て
い
ま
す
。

　
地
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
循

環
型
で
、
年
間
を
通
し
た

菌
床
シ
イ
タ
ケ
の
温
度
管

理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（※1）木くずなどを燃料として利用すること
（※2）外気と熱交換し、循環水を冷却する装置

◇
岩
泉
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
㈱
（
山
下
欣
也
社
長
）

　
４
月
～
６
月
の
営
業
利

益
は
４
５
０
万
円
。
内
訳

は
、
乳
業
事
業
部
１
９
５

９
万
円
、
産
業
開
発
事
業

部
△
１
５
０
９
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
、
道
の
駅

の
売
り
上
げ
の
減
少
が
著

し
い
状
況
で
す
。

◇
㈱
岩
泉
き
の
こ
産
業

　
４
月
～
６
月
の
利
益
は

７
５
２
万
円
。
要
因
は
①

徹
底
し
た
コ
ス
ト
削
減
②

例
年
よ
り
単
価
が
高
値
で

推
移
③
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
家
庭
内
で
の
食
事
が

増
加
し
、
販
売
が
好
調－

の
た
め
で
す
。

◇
㈱
岩
泉
総
合
観
光
（
木

村
成
美
社
長
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
、
ホ
テ
ル
、
龍
泉
洞
レ

ス
ト
ハ
ウ
ス
な
ど
、
１
９

０
２
万
円
の
マ
イ
ナ
ス
。

経
営
は
非
常
に
厳
し
い
状

況
で
す
。
町
の
宿
泊
助
成

事
業
（
コ
ロ
ナ
ゼ
ロ
割
）

は
、
好
評
に
よ
り
す
で
に

完
売
し
ま
し
た
。

三
セ
ク
各
社
の
状
況

温度管理が収益に大きく関わるキノコ栽培

バイオマス施設のイメージ図

蒸
気

温
水

冷
水

乾燥機 蒸気
ボイラ

しいたけ菌床
殺菌施設

温水
ボイラ

しいたけ
栽培ハウス乾燥機

空冷
ヒートポンプ

バーク
（チップ）

乾燥
チップ
サイロ

は
ま
ゆ
り
学
園

岩
泉
き
の
こ
産
業

宮古市こども食堂

久慈市バイオマスエネルギー
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委
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八
重
樫
龍
介

副
委
員
長　

小
松
ひ
と
み

委　
員　

野
舘　
泰
喜

　
　
　
　

三
田
地
久
志

　
　
　
　

畠
山　
和
英

　
　
　
　

畠
山　
昌
典

広報広聴常任委員会
編
集
後
記

▽
28
年
８
月
の
台
風
10
号

豪
雨
災
害
に
お
け
る
町
管

理
の
復
旧
事
業
は
本
年
度

ほ
と
ん
ど
が
終
了
し
ま
す

▽
４
地
区
に
設
置
さ
れ
た

仮
設
住
宅
も
本
年
度
中
に

小
川
、
小
本
、
安
家
地
区

で
解
体
と
な
る
予
定
で
す

▽
生
活
橋
は
、
令
和
元
年

度
に
24
橋
が
完
成
し
、
３

年
度
ま
で
に
は
20
橋
程
度

の
復
旧
が
見
込
ま
れ
ま
す

▽
県
管
理
の
小
本
川
と
安

家
川
の
河
川
改
修
工
事
が

急
ピ
ッ
チ
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
議
会
は
行
政
と
両

輪
と
な
り
、
復
旧
後
を
見

据
え
た
「
ま
ち
づ
く
り
」

を
進
め
て
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
決
意
を
新
た

に
し
て
い
ま
す
。

広
報
広
聴
常
任
委
員
長

�

八
重
樫　
龍
介

議会を傍聴しませんか
次の定例会は、
12月	3 日	（木）	 本会議・一般質問
	 4 日	（金）	 一般質問
	 8 日	（火）	 条例補正予算審査
	 	 	 本会議の予定です。
※都合により変更となる場合があります。

松原　咲
さ き こ

子さん
（安家・85 歳）

　8月 31 日の朝見えた光
景は、周りが海のようで信
じられませんでした。
　「餅や団子を作らせてい
ればいつまでも元気でいる
だろう」と家に加え専用の
作業小屋まで子どもたちが
作ってくれました。
　一人暮らしですが、ご近
所さんと総菜や餅、団子を
分け合って仲良く暮らして
います。

　
本
町
は
、
東
日
本
大
震
災
や
度
重
な

る
豪
雨
災
害
に
よ
っ
て
、
多
く
の
住
宅

や
公
共
施
設
が
被
災
し
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
町
民
み
ん
な
で
力
を
合
わ

せ
て
復
旧
・
復
興
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　
災
害
公
営
住
宅
の
入
居
、
個
々
の
住

宅
の
補
修
や
建
設
も
進
み
、
着
実
に
復

興
の
道
を
歩
ん
で
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
声
「
シ
リ
ー
ズ
私

の
復
興
」
を
お
伝
え
し
ま
す
。

私
の
復
興

シリー
ズ

Part-3

　例年、11月に開催して
います町民の皆さんとの意
見交換会「議員と語る会」
は、新型コロナウイルス感
染症拡大防止の観点から、
中止と決定しました。

議員と語る会は中止

７月
� ６日� 議会運営委員会（役場）
� ９日�第２回臨時会（議会議事堂）
� � 補正予算審査特別委員会（役場）
� � 災害時対応訓練（議会議事堂）
� 10 日� �国道 340 号宮古岩泉間整備促進期成同

盟会総会（宮古市）
� 16 日� �産業常任委員会所管事務調査（久慈市・

洋野町）
� 21 日� 総務常任委員会所管事務調査（宮古市）
８月
� １日� 戦没者追悼式（町内）
� ４日�議会運営委員会（役場）

議員は何してんのや
　議員や議会は何をしているの？という声を聞き
ます。ここでは、議会や議員の主な活動状況をお
知らせします。（全日程はＱＲコードで）

� � 第４回臨時会（議会議事堂）
� ７日�岩手県に対する市町村要望（宮古市）
� � �県沿岸知的障害児施設組合議会全員協

議会（宮古市）
� 20 日� 漁港検診（町内）
� 26 日� 産業常任委員会所管事務調査（役場）
９月
� ４日� 議会運営委員会（役場）
� ７日�知事を囲む懇談会（盛岡市）
� 10 日� 第３回定例会　一般質問（議会議事堂）
� 11 日� 一般質問（議会議事堂）
� 14 日� 条例補正予算審査特別委員会（役場）
� 16 日� 決算審査特別委員会（役場：18日まで）

議会の動き


